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１．開催日時 
 2018 年 1 月 21 日～26 日 

 

２．開催場所 
 Hilton Daytona Beach Resort and Ocean Center Daytona 

Beach, Florida, USA  

 

３．国際会議報告 
 本国際会議に参加するにあたり，プログラムチェアであ

る産総研中部センターの福島学先生にお誘いを頂き， 

「Synthesis Method of Carbon Fiber Reinforced Thermoplastic 

with High Performance」と題した招待講演を行う機会に恵

まれた．標題の会議名の通り，アメリカセラミック協会に

よるセラミックに関する大規模な国際会議とあって，セラ

ミックに関する話題が大半を占める．私の発表は CFRTP

に関する話題であり，どちらかというと有機材料よりの研

究であるため，果たして実りあるディスカッションができ

るのかという不安の中，1 月 21 日に日本を出発した． 

初日のレセプションから，世界各国からの多数の来場者

が会議の大きさを物語っており，日本からの参加者も多く

見られ，心強く思った．二日目早朝の基調講演では 400

人収容の会場でも立ち見がでるなど大変盛況な学会であ

ることを肌で感じた．17 セッションがパラレルで行われ

るとあって，会場間を忙しく往来する人々でロビーは大変

賑わっていた．私の発表は，Advanced materials and innov 

ative processing ideas for production root technologies と題す

るセッションで二日目の午後から三日目の午前中に行わ

れた．本セッションでは，日本，韓国，ドイツ，イタリア

の研究者らが発表した．特に日本の発表件数とプレゼンス

は力強いものであったという印象を抱いている．本話題を

英語で発表するのは二回目とあって，聴衆の興味が集まる

ような発表を心掛けた．その甲斐あってか，多数の質問を

頂き，渡航前の不安は杞憂に終わった． 

発表内容は炭素繊維強化熱可塑性樹脂 CFRTP の炭素繊

維と熱可塑性樹脂間の界面接着性と樹脂含浸性の向上を

実現するために，高分子コロイドを利用した界面制御技術

が有効であることを実証するものである 1-2)．本技術によ

り従来の CFRTP の力学物性を飛躍的に向上させること

ができることを詳細な実験データで示し，自動車材料への

適用の可能性についてディスカッションした．特に，界面

接着性が頭打ちになる現象(図１)について，なぜ？っと質

問されたことには，今までとは違う角度から研究を進める

必要性を強く感じた．本発表では有機－無機材料界面に焦

点を当てているが，異種セラミック複合材料における界面

において関心のある研究者とは，材料は違えど同じものの

見方をしていることに気付いた．すなわち，本技術を無機

－無機材料界面へ応用展開できる可能性を感じた． 

帰国の便では，産総研中部センターからの研究者らと同

じになり，少しばかり国内の交流も広げることができた． 
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図 1 炭素繊維表面へ吸着したコロイドが界面接着性

に及ぼす影響 


